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　 町民の健康増進や町民サービスの向上を図る た

め、 連携協定を締結する明治安田生命保険相互会社

の妹
いも

背
せ

俊
と し

紀
のり

静岡支社長よ り 、 町に70万6千円の寄付

金が贈られました。

　 同社は、 地域社会と の絆を深める こ と を目的に

「 地元応援プロジェク ト 」 の一環と して、 従業員の

出身地やゆかり のある地域を指定して任意の募金を

募る活動を行っています。 町長に目録を手渡した妹

背俊紀支社長は、「 よ り 一層、 健康増進にお役立て

いただきたい」 と 挨拶をしました。

町民の健康増進を図るために
明治安田生命保険相互会社から 寄付金を贈呈し ていただきまし た

妹背俊紀様（ 右）と 目録を受け取る薗田町長（ 左）
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エコティ 日記エコティ 日記 町の自然資源を活かし た地域観光事業に取り 組む一般社団法人エコ ティ
かわね。 今回はエコ ツーリ ズムの取組についてご紹介し ます。

来年は南アルプスユネスコエコパーク登録から10周年です！来年は南アルプスユネスコエコパーク登録から10周年です！

社会科副読本と 、 南アルプスユネスコ エ

コ パーク 登録記念のパンフ レ ッ ト

季節の自然体験の一例　 大井川のほと り

で杉玉づく り

　 令和4年に新し く なっ た、 小学校3 ・ 4年生の社会科の

副読本『 わたし たちの静岡県』 に、 我が町は「 南アルプ

スの自然を生かし たまちづく り 」 と し て紹介さ れていま

す。 茶業、 林業、 伝統芸能が例と し て挙げら れています

が、 こ れら は長い年月をかけ大井川と 共に暮ら す中で生

まれ発展し たこ と 、 そし てその生活スタ イ ルそのも の

が、 人と 自然が共に暮ら す環境だと 評価さ れ、 20 1 4 年

に南アルプスユネスコ エコ パーク へ登録さ れたこ と が書

かれています。 私達にと っ ては普段気に留めない、 当た

り 前にある暮ら し は、 県内から 見ても 副読本に載るほど

に、 当たり 前ではないのだと 気づき ます。

　 こ う し た環境を活かし 、 守り 、 広める取り 組みの中に

エコ ツーリ ズムがあり ます。 町民はも ちろ ん、 町外の方

にも 町の自然や暮ら し を楽し みながら 体験し 、 実感し て

ほし いと いう 想いで行っ ています。 2 0 0 8年に町で最初

に始まっ たエコ ツ ーリ ズムの活動は今年で1 5 年目と な

り まし た。 現在はガイ ド の育成、 町内各学校での出前講

座、 町民向けのプログラ ム造成などにも 力を入れていま

す。

　 来年はユネスコ エコ パーク 登録から 1 0 周年。 こ れか

ら も 私たちが「 水と 森の番人」 であり 続けるために何が

出来るか、 今一度、 問いかけてみる時かも し れません。

こ こにも、 一つの物語。
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　 静岡県主催「 外国人材のための第二の故郷創出支

援事業」 の一環と して、 イタ リ ア料理教室が開かれ

ました。

　 町内に住む外国の方と 料理を通して交流を深める

こ と を目的と し たも のです。 イ タ リ ア出身のステ

ファニア・ ヴィ オランテ・ 西村さ ん（ 上長尾区） と

一緒に、 参加者約20名がニョ ッ キ（ パス タ ） や

ティ ラ ミ ス等のイタ リ ア料理を作り ました。

　 材料はカボチャやシイタケなど町内で入手できる

もので、 参加者は「 これは家で作れるね」 と 話しな

がら 、 自分たちの料理に舌鼓を打っていました。

料理を通し て異文化コ ミ ュ ニケーショ ンを図ろ う ！

文化会館でイ タ リ ア料理教室が開催さ れまし た

ステフ ァ ニアさ ん（ 左から 3 番目）から 作り 方を学ぶ

　 川根本町では、 移住施策の一環と して、 都市部の

親子世帯に川根本町の学校教育の特色やすばらしさ

を体験しても ら う 「 親子里山留学」 事業を行ってい

ます。 今年10月の強化月間中には、 千葉県、 大阪

府などから ３ 組の申し込みがあり ました。

　 当日は、 他県から来町した子ども と 地元の子ども

たちが一緒になって笑顔で授業を受ける姿が見られ

ました。 わが子を見守る親御さ んからは「 学校の教

育方針に感心しました。 子どもの生き生きと した顔

がう れしかった」 などの声が聞かれました。 参加さ

れた親子世帯が、 実際に川根本町への移住を検討す

ると いう アク ショ ンにつながっています。

本町の学校の魅力が 「 移住」 のきっかけになります
都市部の親子が小学校を体験！各学校、教委、経営戦略課のコ ラボ企画が好評です
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本川根小学校で5 年生の授業を体験する参加者
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　 町生涯スポーツ推進協働パート ナー連携事業と し

て、「 N PO法人かわね来風」 主催でク リ ケッ ト 教室

が開かれ、 町内にサテライ ト オフィ スを置く インド

のIT企業「 ゾーホージャ パン」 のイ ンド 人社員と

地域住民が交流しました。

　 参加者たちは、 インド 人社員たちと ジェスチャー

を交え、 始めは慣れないルールに戸惑っていました

が、 徐々にボールの投げ方や打ち方を習得し楽しん

でいました。

　 今年初めて参加し た町民は「 思ったよ り も 楽し

かった」 と 笑顔で話していました。

他国のスポーツを体験し よう ！
インド で大人気のスポーツ「 クリ ケット 」の体験教室が開催さ れまし た

ク リ ケッ ト 体験を行う 参加者
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